
「女性医師の働き方 意見交換会」を実施しました 

■濱田千江子先生からのコメント 

 男女共同参画推進室では、昨年度採択された文部科学省「センター・オブ・イノベーション（COI）」事業と連携し

て、「女性医師の働き方 意見交換会」を実施しました。当日は、腎臓内科学・濱田千江子准教授より「医療現場の

枠を越えた診療への参画：在宅支援と専門医ネットワーク」についてご説明いただき、ご参加いただいた８名の先生

方からご意見をいただきました。 

 今後も、このような意見交換会を随時実施していく予定ですので、ご参加ください。 

「男女共同参画の学内意識調査」にご協力をいただきましてありがとうございました 
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＜寄せられた声＞ 

・他科との交流を含め同じ境遇の先生方の意見がたくさん聞けて良かったです。 

・今後の治療の新しい方法の可能性につき、討論出来てよかったです。 

 9月25日に男女共同参画室のご協力のもと、若手の女性の先生方に未来の遠隔医療への参画のお話をさせていただきました。

昨年秋から文部科学省と科学技術振興機構が行っている異分野融合・連携型の基盤的テーマにしたセンターオブイノベーション

（COI）プログラム（採択期間10年）のトライアル（2年）が本校でスタートいたしました。このプログラムのプロジェクトの１

つとしてインターネット・クラウドサービスを活用した遠隔患者支援があります。この患者支援は、病院の臨床の場から一時離

れている女性医の先生方に積極的に参画いただき、専門医師の知識と経験を在宅に届けて患者への不安のない充実した生活のサ

ポートを目的としています。遠隔支援にあった病気（病態）の提案やそれにマッチしたデバイスの開発、さらに「転ばぬ先の

杖」のアドバイスシステムなどなど、また運用に当たっての問題点など忌憚のないアドバイスと意見交換ができればと思いま

す。この遠隔医療への試みは、患者さんとその御家族の方への自己管理支援にとどまらず、専門医師としての知識と経験を臨床

に生かしたいとお考えの先生方の新たな活躍の場となって、みんなが充実した生活を送れる社会をつくる活動です。ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

▼
 意見交換会の様子 

 「男女共同参画の学内意識調査」にご協力をいただきましてありがとうございました。現在、集計等を行って

おります。結果がまとまり次第、ご報告をさせていただきます。 

 集計の途中ではありますが、男女共同参画推進室の取組に関する周知が十分でなかったことが明らかに

なってきました。そこで、これまでＨＰ上に掲載していたNews Letterなどについて、各講座・研究室に配

布させていただくことにしました。他にも、効果的な周知方法などについて検討をしております。 

 たくさんのご指摘等をいただきましたこと、御礼申し上げます。 

 保育園ではカバーできない時間帯の保育等に関して、

自宅近くのベビーシッター業者を利用する場合、一定額

の援助を受けることができる制度です。本学に勤務する

教職員が利用できます。本制度を利用すると、１日の利

用料金から１家庭につき１,７００円の割引が受けられま

す。どうぞご活用ください。 

http://www.juntendo.ac.jp/kyodoss/baby_sitter.html 

 健康管理室の協力のもと、授乳中の方に安心してご利

用いただける搾乳室を設置しております。ご利用は登録

制となっておりますので、お気軽

にお問合せください。 

http://www.juntendo.ac.jp/

kyodoss/support01.html 
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